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恵那市の情報を分かりやすくお伝えします！

今月の

ベスト
ショッ

ト

元旦に
奉納し

た浅間
七福万

歳

　1月
1 日の

午前 0
時過ぎ

、大井
町

岡瀬沢
の富士

浅間神
社で、

市無形
民俗

文化財
の浅間

七福万
歳が奉

納され
まし

た。毎
年、神

社の例
大祭に

五穀豊
穣や

家内安
全、無

病息災
を祈っ

て舞わ
れる

もの。
扇を持

った烏
え 帽

ぼ し

子姿の
１人の

太
た

夫
ゆう と、鼓

を持っ
た 6人

の才
さいぞ

う

蔵が鼓
を

打ち、
歌いな

がら優
雅に舞

いまし
た。
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が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
総
合

計
画
で
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
検
討
項
目

で
す
。
平
成
21
年
12
月
、
委
員
会
が
ま
と

め
た
報
告
書
が
市
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
報
告
書
で
は
、
小
学
校
に
関
し
て
、「
適

正
規
模
条
件
の
基
本
」
と
し
て
、「
１
学

年
で
複
数
の
学
級
が
編
成
さ
れ
る
規
模
が

望
ま
し
い
」
と
の
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

た
だ
し
、
地
理
的
条
件
や
地
域
性
を
考
え

た
場
合
の
許
容
範
囲
と
し
て
は
、
１
学
年

１
ク
ラ
ス
の
規
模
ま
で
と
し
て
い
ま
す
。

複
式
学
級
の
学
校
規
模
が
予
想
さ
れ
た
場

合
や
全
校
児
童
が
50
人
以
下
に
な
る
と
予

想
さ
れ
た
場
合
は
、
保
護
者
と
地
域
、
学

校
、
行
政
が
協
議
会
を
立
ち
上
げ
て
検
討

す
る
こ
と
も
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
小
規
模
教
育
検
討
委
員
会
の

報
告
を
基
に
、
学
校
の
適
正
配
置
や
通
学

区
域
、
通
学
方
法
、
通
学
路
の
安
全
対
策

な
ど
の
案
を
作
成
。
そ
の
中
で
、
明
智
町

内
の
小
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
検
討

す
る
必
要
性
が
生
じ
ま
し
た
。

　
　
町
内
２
校
の
小
学
校
の

　
　
統
合
を
決
定

　
明
智
町
に
は
現
在
、
明
智
小
学
校
と
吉

田
小
学
校
の
二
つ
の
小
学
校
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
吉
田
小
学
校
は
、
こ
こ
数
年

児
童
数
が
50
人
前
後
の
小
規
模
校
で
す
。

明
智
町
で
は
、
市
か
ら
小
学
校
の
適
正
配

置
の
課
題
の
説
明
と
諮
問
を
受
け
、
平
成

24
年
４
月
、「
明
智
町
小
学
校
再
編
検
討

協
議
会
」
を
発
足
。
統
合
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
、
二
つ
の
学
校
の
在
り
方
を
検
討

し
ま
し
た
。
委
員
は
、
保
護
者
と
学
校
、

地
域
、
行
政
の
４
者
で
す
。

　
吉
田
小
学
校
は
、
１
４
１
年
前
の
明
治

６
年
か
ら
始
ま
っ
た
伝
統
あ
る
小
学
校
で

す
。
協
議
会
で
は
、
当
初
、
児
童
の
教
育

環
境
改
善
の
た
め
、
吉
田
小
学
校
を
明
智

小
学
校
に
統
合
す
べ
き
と
の
意
見
と
、
伝

統
あ
る
小
学
校
を
守
り
た
い
と
い
う
意
見

で
二
分
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
終
的

に
は
、
当
事
者
の
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
総
意
を

ま
り
ま
し
た
。
協
議
会
で
は
、
こ
の
結
果

を
昨
年
４
月
30
日
に
市
長
に
報
告
し
ま
し

た
。

　　
　
円
滑
な
統
合
に
向
け
て

　
　
期
間
を
か
け
て
準
備

　
吉
田
小
学
校
で
は
、
昨
年
５
月
か
ら
、

明
智
小
学
校
と
の
統
合
に
向
け
た
準
備
が

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
住
民
と
一
体
に
な
っ
て
始

ま
り
ま
し
た
。
統
合
の
調
整
を
行
う
実
行

委
員
会
や
本
部
委
員
会
の
他
に
、
次
の
６

部
会
を
設
け
、
課
題
の
整
理
や
記
念
の
催

し
の
計
画
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

●
式
典
部
会
　
児
童
や
地
域
住
民
が
心
に

残
る
閉
校
式
と
記
念
式
典
、
思
い
出
を
語

る
会
を
計
画

●
記
念
誌
・
記
念
品
部
会
　
小
学
校
の
歴

史
や
特
色
な
ど
を
ま
と
め
た
記
念
誌
の
発

行
と
記
念
品
を
検
討

●
資
料
整
理
部
会
　
後
世
に
残
す
吉
田
小

学
校
の
資
料
の
収
集
と
整
理

●
地
域
活
性
化
部
会
　
閉
校
後
の
吉
田
地

区
の
活
性
化
を
目
指
す
活
動

●
通
学
バ
ス
部
会
　
明
智
小
学
校
へ
通
う

バ
ス
の
経
路
や
方
法
を
検
討

●
Ｐ
Ｔ
Ａ
部
会
　
新
明
智
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
組
織
と
活
動
内
容
の
検
討

　
ま
た
学
校
で
は
、
本
年
度
、
児
童
が
統

合
へ
の
抵
抗
感
が
な
い
よ
う
、
明
智
小
学

校
と
の
交
流
の
機
会
を
設
け
た
り
、
来
年

度
の
教
育
課
程
を
擦
り
合
わ
せ
た
り
す
る

な
ど
、
円
滑
な
統
合
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　
吉
田
小
学
校
の
閉
校
式
と
記
念
式
典
は
、

３
月
15
日
㈯
の
午
後
１
時
か
ら
、
同
小
学

校
の
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

記
念
誌
に
は
、
児
童
た
ち
が
歌
っ
た
校
歌

が
収
録
さ
れ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
添
え
ら
れ
ま
す
。

尊
重
す
る
こ
と
を
軸
に
検
討
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
方
針
は
、
❶
地
域
で
育
つ

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
「
よ
り
良
い
教
育

環
境
」
に
な
る
こ
と
を
優
先
に
考
え
る
。

❷
学
校
統
合
を
視
野
に
入
れ
て
協
議
す
る

場
合
「
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
」
を

重
視
す
る
。
❸
保
護
者
や
地
域
住
民
に
協
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少
子
化
の
影
響
で

　
　
小
学
校
が
小
規
模
化

　
近
年
、
少
子
化
に
伴
い
、
当
市
で
も
子

ど
も
の
数
は
減
少
し
続
け
て
い
ま
す
。
小

学
校
は
、
全
体
的
に
小
規
模
化
が
進
ん

で
、
学
級
数
が
減
少
。
異
学
年
が
同
じ
教

室
で
学
ぶ
複
式
学
級
が
あ
る
小
学
校
も
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
。
将
来
、
子
ど
も
た
ち

が
充
実
し
た
学
校
教
育
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
か
は
、深
刻
な
課
題
で
す
。
ま
た
、

こ
の
少
子
化
の
流
れ
は
、
長
い
将
来
に
わ

た
っ
て
続
い
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　
　
将
来
の
教
育
環
境
の

　
　
在
り
方
を
検
討

　
市
で
は
平
成
20
年
か
ら
21
年
に
か
け

て
、
地
域
の
代
表
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
代
表
、
有

識
者
な
ど
で
組
織
す
る
「
小
規
模
教
育
検

討
委
員
会
」
が
開
か
れ
、
将
来
の
当
市
の

教
育
環
境
や
小
学
校
教
育
の
在
り
方
な
ど

議
の
進
み
具
合
を
情
報
提
供
す
る
。
―
と

い
う
も
の
で
し
た
。

　
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
９
回
に
わ

た
る
協
議
の
結
果
、
吉
田
小
学
校
を
明
智

小
学
校
に
編
入
統
合
す
る
結
論
に
決
定
。

本
年
度
は
、
ま
と
め
と
準
備
期
間
と
し
、

こ
と
し
の
４
月
か
ら
統
合
す
る
こ
と
も
決

　

こ
と
し
の
３
月
末
で
、
明
智
町
吉
良
見
に
あ
る
吉
田
小
学
校
が
閉
校
し
、
明
智
小
学
校
と
統
合
に
な

り
ま
す
。
吉
田
小
学
校
は
、
１
４
１
年
の
歴
史
が
あ
る
学
校
で
す
が
、
少
子
化
に
伴
い
、
児
童
数
が
減

少
。
現
在
の
児
童
数
は
５０
人
程
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
統
合
は
、
将
来
の
教
育
環
境
の
在
り
方
や
、

地
域
へ
の
影
響
な
ど
が
総
合
的
に
考
え
ら
れ
、
決
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
統
合
決
定
ま
で
の
経
緯
や
歴
史
あ
る
吉
田
小
学
校
な
ど
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
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せ　
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吉田小の規模と推移

明
智
小
学
校
と
統
合
に

明
智
小
学
校
と
統
合
に

▲吉田小学校のグラウンドで元気に遊ぶ児童たち

▲体育館前にある卒業記念のモニュメント「躍動」

さようなら
吉田小学校

特
集
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明
治
６
年
吉
良
見
に
鴻
鱗
義
校
を
設
立

明
治
８
年
ご
ろ

鴻
鱗
学
校
と
改
称

明
治
15
年
吉
良
見
学
校
と
改
称

明
治
19
年
吉
良
見
尋
常
高
等
小
学
校
と

な
る

明
治
31
年
吉
良
見
、大
泉
、大
田
、阿
妻

の
４
校
が
合
併
し
、
吉
良
見

に
吉
田
尋
常
小
学
校
を
設
立

明
治
34
年
高
等
科
を
設
置

明
治
41
年
新
校
舎
完
成

昭
和
16
年
吉
田
国
民
学
校
と
改
称

昭
和
22
年
吉
田
村
立
吉
田
小
学
校
に
改
称

昭
和
27
年
中
学
校
を
併
設
し
、
吉
田
村

立
吉
田
小
中
学
校
に
改
称

昭
和
30
年
吉
田
村
が
明
智
町
に
合
併
し
、

明
智
町
立
吉
田
小
学
校
に
改
称

昭
和
49
年
中
学
校
統
合
の
た
め
、
小
学

校
の
み
と
な
る

昭
和
54
年
現
在
地
に
新
校
舎
が
完
成

昭
和
63
年
歯
の
優
良
学
校
表
彰
（
小
規

模
校
）
を
受
賞

平
成
11
年
「
子
ど
も
銀
行
」
表
彰
、
Ｆ
Ｂ

Ｃ
花
壇
奨
励
賞
を
受
賞

平
成
13
年
Ｆ
Ｂ
Ｃ
「
春
」・「
秋
」
花
壇

奨
励
賞
を
受
賞
、
ト
ト
ロ
の

森
完
成

平
成
16
年
市
町
村
合
併
の
た
め
、
恵
那

市
立
吉
田
小
学
校
に
改
称

平
成
18
年
地
域
と
連
携
し
た
花
フ
ェ
ス
タ

の
取
り
組
み
が
「
ひ
び
き
あ
い

の
日
」
の
市
表
彰
を
受
賞

平
成
19
年
人
権
の
花
作
り
を
通
し
た
人

権
推
進
の
取
り
組
み
で
、
岐

阜
地
方
法
務
局
か
ら
感
謝
状

が
授
与
さ
れ
る

平
成
23
年
市
教
育
委
員
会｢

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

授
業
推
進｣ 

委
託
校
と
な
る
。

県
人
権
同
和
教
育
協
議
会｢

ひ
び
き
あ
い
賞｣

を
受
賞

平
成
26
年
明
智
小
学
校
に
編
入
統
合
の

た
め
、
閉
校
（
予
定
）

　
日
本
最
初
の
近
代
的
学
校
制
度
を
定

め
た
教
育
法
令
の
「
学
制
」
が
公
布
さ

れ
た
翌
年
の
明
治
６
年
、
吉
田
小
学
校

の
前
身
の
鴻こ

う
り
ん鱗
義
校
が
旧
吉
良
見
村
の

雲
祥
寺
を
仮
校
舎
と
し
て
創
立
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、明
治
８
年
ご
ろ
に
は「
鴻

鱗
学
校
」、
明
治
31
年
に
は
「
吉
田
尋
常

小
学
校
」、
昭
和
16
年
に
は
「
吉
田
国
民

学
校
」
な
ど
と
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。

最
初
に「
吉
田
小
学
校
」に
な
っ
た
の
は
、

終
戦
後
、
教
育
基
本
法
と
学
校
教
育
法

が
公
布
さ
れ
た
昭
和
22
年
で
し
た
。
昭

和
27
年
か
ら
昭
和
49
年
ま
で
は
、
小
学

校
に
中
学
校
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
以
降
は
、
現
在
の
形
で
運
営

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
校
舎
は
、
昭
和

54
年
に
建
築
さ
れ
た
も
の
で
す
。

間
を
通
し
て
い
ろ
ん
な
形
で
学
校
や
子
ど

も
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
夏
、
運
動
場
が
草
で
覆
わ
れ
、
児
童
や

教
職
員
の
草
取
り
だ
け
で
は
取
り
き
れ
な

い
と
こ
ろ
、
地
元
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々

が
朝
早
く
か
ら
来
校
。
総
動
員
で
草
を
取
っ

て
い
た
だ
け
ま
す
。
秋
に
は
、
校
区
の
農

家
の
方
の
自
宅
で
行
う
、
収
穫
し
た
ば
か

山
間
地
の
小
規
模
校

　
吉
田
小
学
校
は
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
山

間
地
に
あ
る
小
規
模
校
で
す
。
全
校
児
童

は
51
人
。
４
年
生
と
５
年
生
が
複
式
学
級

の
５
学
級
で
学
ん
で
い
ま
す
。
学
校
の
教

育
目
標
は
「
あ
か
る
く 

か
し
こ
く 

た
く
ま

し
く
」。
三
つ
の
合
言
葉「
に
こ
に
こ
吉
田
っ

子
」「
い
き
い
き
吉
田
っ
子
」「
す
く
す
く

吉
田
っ
子
」
を
設
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
あ

い
さ
つ
や
掃
除
、
発
表
や
読
書
、
運
動
や

遊
び
な
ど
の
活
動
に
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

特
色
の
一
つ
は
花
作
り

　
特
色
あ
る
活
動
の
一
つ
に
、
四
季
折
々

の
花
々
を
花
壇
や
鉢
植
え
に
し
て
育
て
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
土
作
り
か
ら
種

ま
き
、
仮
植
え
か
ら
定
植
、
毎
日
の
水
や

り
ま
で
、
全
て
の
作
業
を
児
童
自
ら
の
手

で
行
っ
て
い
ま
す
。
花
作
り
を
通
し
て
、「
継

続
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」「
協
力
す
る
こ
と

の
大
切
さ
」「
命
の
大
切
さ
」
な
ど
、
多
く

の
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
自
ら
育

て
た
鉢
植
え
の
花
は
、
お
世
話
に
な
っ
た

地
域
の
方
々
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、「
感
謝
の

気
持
の
大
切
さ
」
も
育
ん
で
い
ま
す
。

全
校
児
童
が
１
家
族

　
人
数
が
少
な
い
の
で
、
何
を
す
る
に
し

て
も
学
年
の
壁
を
越
え
て
、
全
校
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
１
年
生
か

ら
６
年
生
、
男
子
も
女
子
も
一
緒
に
な
っ

り
の
米
で
の
餅
つ
き
に
招
待
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。
臼
と
杵き

ね

を
使
っ
た
昔
な
が
ら
の

餅
つ
き
体
験
を
児
童
全
員
で
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
四
季
を
通
し
て
は
、「
見
守
り
隊
」
の
皆

さ
ん
に
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
を
見
守
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
朝
夕
の
温
か
い

声
掛
け
に
、
子
ど
も
た
ち
も
元
気
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
を
作
成

　
平
成
24
年
に
は
、
児
童
ら
が
学
校
の
特

徴
な
ど
を
出
し
合
っ
て
作
ら
れ
た
、
学
校

の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ「
大
き
な
空
の
下
で
」

が
完
成
。
そ
の
年
の
明
智
か
え
で
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
た「
ふ
る
さ
と
う
た
の
日
」カ
ー

ニ
バ
ル
で
、
市
民
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

伝
統
あ
る
校
歌
と
は
一
味
違
っ
た
自
分
た

ち
の
歌
と
し
て
、
児
童
た
ち
に
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

■
吉
田
小
学
校
の
年
表

学
校
の
歴
史
は
１
４
１
年

長い滑り台は自慢
の一つです

山田 朱
あか

音
ね

さん

吉田小6年生

　吉田小学校のいい所を三つ紹介

します。一つ目は、種から花を育

てていることです。学年を縦割り

にした「なかよし班」で役割分担

をして、花作りをしています。育

てた花は、入学式や卒業式の会場

を飾ったり、お世話になっている

地域の方にあげたりしています。

花で地域とつながっています。

　二つ目は、全学年が仲が良いこ

とです。なかよし活動では、高学

年が低学年を思いやりながら大縄

吉田小ってどんな学校？
て
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
む
姿
は
、
一
つ
の
家

族
そ
の
も
の
で
す
。

地
域
が
学
校
を
支
え
る

　
年
々
、
学
校
と
地
域
、
子
ど
も
と
地
域

が
疎
遠
に
な
る
中
で
、
こ
の
地
域
は
大
切

な
も
の
が
昔
か
ら
失
わ
れ
ず
に
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
一
年

跳びやドッジボールをやっていま

す。また休み時間は、みんなでサッ

カーや雪合戦をして遊びます。

　三つ目は、とても長い滑り台があ

ることです。滑るとすごく楽しいで

す。ＰＴＡの方たちが階段も造って

くれてうれしかったです。

▲学校の南側の斜面にある長い滑り台

▲学校
のイメ

ージソ
ング「

大きな
空の下

で」の
ＣＤ

▲吉田小学校の自慢を紹介する児童たち

さようなら吉田小学校特
集

▲旧吉田小学校の棟瓦

▲

吉
田
尋
常
小
学
校
の
棟
札

（
明
治
41
年
）

▲

大
正
９
年
度
の
卒
業

記
念
写
真
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吉田小学校と統合する

明智小学校の概要
◆住所　明智町 122 番地 2
◆学校規模　 

現在 統合後（平成26年4月予定）
児童数 180 人 228 人
学級数 8 学級 10 学級（特別支援学級を含む）
教職員数 14 人 16 人
◆通学区域　明智町全域（統合後）

　6 年生になると、同じクラ

スでがんばっていく仲間が増

えることが楽しみです。５年

生の美浜研修で一緒に行動し

た吉田小学校の子と毎日過ご

せるようになります。他の学

年にも仲間が増えて、たくさ

んの違う歳の子と活動ができ

ることも楽しみです。

　子どもたちの通学時の見守

り活動を始めて 21 年。今で

は全員の子と顔見知りで、笑

顔であいさつを交わします。

自分も卒業したなじみある学

校が閉校になるのは寂しいで

すが、学校や子どもたちには、

いろいろ教わり、自分自身も

成長できました。

　吉田小学校の楽しい思い出

は、みんなでサッカーや仲良

し遊びをしたことです。明智

小学校に通うようになった

ら、今よりもっと友達が増え

ると思います。大勢でサッ

カーやドッジボールなどをす

るのが楽しみです。本をたく

さん読むことも楽しみです。

　吉田小学校が閉校すること

になり、さまざまな思いが過
よ

ぎります。私が通っていたこ

ろは、以前にあった木造校舎

でした。現在の校舎には娘二

人が通い、次女は最後の卒業

生になります。吉田小学校へ

は「141 年間ありがとう」と

言いたいです。

和田実
み

夏
なつ

さん

明智小５年生

伊藤伸
しんいち

一さん

明智町吉良見

伊藤良
よしひで

英さん

吉田小 4年生

伊藤孝
たか

志
し

さん

吉田小ＰＴＡ

仲間が増えることが楽しみ 大勢でサッカーをしたい

なじみある学校の閉校は寂しい 吉田小、141年間ありがとう

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

●
美
浜
研
修
（
６
月
27
～
28
日
）

　
両
校
の
５
年
生
が
一
緒
に
愛
知
県
知
多

郡
美
浜
町
の
研
修
に
出
掛
け
ま
し
た
。
海

と
い
う
普
段
で
は
味
わ
え
な
い
環
境
で
、

魚
つ
か
み
や
海
水
浴
を
楽
し
み
な
が
ら
、

２
日
間
仲
良
く
過
ご
し
ま
し
た
。

●
校
舎
探
検
（
９
月
19
日
）

　
明
智
小
学
校
を
２
年
生
が
訪
れ
、
校
舎

を
探
検
し
ま
し
た
。
案
内
は
、
明
智
小
学

校
の
児
童
が
務
め
ま
し
た
。
吉
田
小
学
校

の
児
童
た
ち
は
、
違
い
を
た
く
さ
ん
見
つ

け
、
驚
き
ま
し
た
。

●
仮
植
え
の
合
同
学
習
（
10
月
22
日
）

　
明
智
小
学
校
の
５
年
生
が
吉
田
小
学
校

を
訪
れ
、
吉
田
小
学
校
の
児
童
が
種
か
ら

育
て
た
花
の
苗
を
鉢
に
移
し
替
え
る
仮
植

え
の
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
仮
植
え
し
た

約
１
０
０
０
鉢
は
、
明
智
小
学
校
で
プ
ラ

ン
タ
ー
に
植
え
替
え
ら
れ
、
４
月
に
吉
田

小
学
校
の
児
童
を
迎
え
入
れ
る
と
き
に
飾

ら
れ
る
予
定
で
す
。

●
歌
の
共
有

　
６
年
生
は
、
年
間
を
通
し
て
同
じ
歌
を

共
有
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
練
習
。

交
流
会
の
都
度
、
合
唱
の
交
流
を
し
ま
し

た
。
２
月
25
日
㈫
に
行
う
合
唱
交
流
会
で

は
、卒
業
式
の
歌
を
歌
っ
て
交
流
し
ま
す
。

●
教
職
員
の
交
流

　
両
校
の
教
職
員
の
交
流
も
行
い
ま
し

た
。研
究
授
業
な
ど
を
参
観
し
合
う
な
ど
、

互
い
の
学
校
や
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
理

解
す
る
よ
う
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

多
く
の
交
流
の
機
会
を
計
画

　
伝
統
や
歴
史
が
違
う
学
校
が
一
つ
に
な

る
に
は
、
乗
り
越
え
る
課
題
が
い
く
つ
も

あ
り
ま
す
。よ
り
円
滑
な
統
合
に
向
け
て
、

学
校
で
は
、
こ
の
一
年
間
を
準
備
期
間
と

位
置
付
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し

て
き
ま
し
た
。
中
で
も
、
最
も
大
事
な
こ

と
だ
と
位
置
付
け
た
の
は
、
子
ど
も
た
ち

の
人
間
関
係
。
少
し
で
も
友
達
づ
く
り
の

切
っ
掛
け
と
な
る
よ
う
に
、
本
年
度
は
明

智
小
学
校
の
児
童
と
の
交
流
を
例
年
よ
り

多
く
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
交
流
は
、
全
校
で
行
う
も
の
と
、
学
年

単
位
で
行
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

一
部
を
紹
介
ま
す
。

●
合
同
児
童
集
会
（
６
月
20
日
）

　
明
智
小
学
校
で
行
わ
れ
た
両
校
の
初
め

て
の
交
流
会
で
す
。
互
い
の
学
校
を
紹
介

し
た
り
、
全
員
で
歌
を
歌
っ
た
り
し
て
、

気
持
ち
を
一
つ
に
し
ま
し
た
。
学
年
ご
と

で
の
交
流
も
行
い
、
ゲ
ー
ム
や
合
唱
交
流

▲吉田小学校のプール横の森で行われたツリークライミング▲運動会で踊った「ありがとう吉田小学校」

▲吉田小での花の苗の植え替え作業

▲明智小学校の校舎とグラウンド

思
い
出
づ
く
り
と
学
校
間
交
流

趣
向
凝
ら
し
た
行
事
を
展
開

　
本
年
度
は
、
吉
田
小
学
校
の
思
い
出
が

子
ど
も
た
ち
や
住
民
ら
に
残
る
よ
う
に
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
行
事
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

●
わ
く
わ
く
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
９
月
29
日
）

　
吉
田
小
学
校
の
プ
ー
ル
横
に
あ
る
森

で
、
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
木
に
登
る
ツ
リ
ー

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、
指
導
者
に
登
り
方
を
習
い
な
が

ら
、
樹
高
10
㍍
以
上
も
あ
る
コ
ナ
ラ
の
木

に
登
り
、
校
舎
を
見
下
ろ
し
て
、
そ
の
姿

を
目
に
焼
き
付
け
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

日
は
、
地
域
の
人
た
ち
も
参
加
し
て
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
も
行
わ
れ
、
住
民
ら
が
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

●
運
動
会
（
５
月
25
日
）

　
最
後
と
な
っ
た
運
動
会
で
は
、
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
、
感
謝
と
思
い
出
の
意
味
を
込
め

「
心
を
一
つ
に
　
力
を
一
つ
に
」
と
し
ま

し
た
。１
年
生
か
ら
３
年
生
が
行
っ
た「
あ

り
が
と
う
吉
田
小
学
校
」
の
演
技
で
は
、

学
校
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
大
き
な
空
の

下
で
」
に
乗
せ
、
創
作
ダ
ン
ス
を
披
露
し

ま
し
た
。
全
校
児
童
の
力
が
一
つ
に
な
っ

た
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。

さようなら吉田小学校特
集
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三
笠
宮
賜
杯
第
６２
回
中
部
日
本
ス
ケ
ー
ト
競
技

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
会

中
部
１０
県
の
ト
ッ
プ
選
手
が
集
う

　
恵
那
三
学
塾
で
行
う
出
前
講
座

の
講
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
あ

な
た
が
持
つ
知
識
や
技
能
、
経
験

を
生
か
し
た
講
座
を
開
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
２
月
１４
日
㈮
ま
で
に
申
し
込
む

と
、
４
月
１
日
㈫
発
行
の
「
平
成

２６
年
度
前
期
市
民
大
学
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
」
に
講
座
内
容
を
掲
載
で

き
ま
す
。

□
対
象
　
指
導
で
き
る
知
識
や
技

能
を
持
ち
、
講
師
と
し
て
活
動
で

き
る
個
人
や
団
体

□
内
容
　
講
座
を
登
録
し
、
利
用

の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
に
会

場
へ
出
向
き
講
座
を
開
催

□
報
酬
　
無
償
（
た
だ
し
材
料
費

や
交
通
費
は
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
）

□
申
し
込
み
方
法
　
生
涯
学
習
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
や
各
コ
ミ
セ

ン
に
備
え
付
け
の
登
録
申
請
書
に

記
入
の
上
、
提
出
す
る

※
登
録
申
請
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（http://w

w
w
.city.ena.

lg.jp/

）
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
野
生
鳥
獣
の
被
害
を
集
落
ぐ
る

み
で
防
ぐ
方
法
に
つ
い
て
の
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
最
近
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
へ
の
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

被
害
を
減
ら
す
た
め
、
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

□
と
き
　
２
月
２６
日
㈬
午
後
７
時

□
と
こ
ろ
　
上
矢
作
コ
ミ
セ
ン

□
対
象
　
鳥
獣
被
害
で
困
っ
て
い

る
方

□
内
容
　
野
生
鳥
獣
（
サ
ル
）
の

被
害
対
策

□
講
師
　
酒
井
義
広
氏
（
県
農
政

部
農
村
振
興
課
鳥
獣
害
対
策
監
）

　
　
農
業
振
興
課（
内
線
５
４
５
）

　
市
で
は
「
第
６
期
高
齢
者
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
の

基
礎
資
料
に
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
と

高
齢
者
支
援
の
た
め
の
高
齢
者
実

態
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
６５
歳
以
上
の

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
と

在
宅
介
護
高
齢
者
、
施
設
介
護
高

齢
者
の
中
か
ら
２
３
０
０
人
を
無

作
為
に
抽
出
し
て
行
い
ま
す
。
高

齢
者
実
態
調
査
は
、
７５
歳
以
上
で

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
が

対
象
で
す
。
該
当
し
た
方
へ
は
、

２
月
上
旬
に
調
査
票
を
郵
送
し
ま

す
。
期
限
ま
で
に
返
送
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

□
締
め
切
り
　
２
月
２１
日
㈮

　
　
▽
ア
ン
ケ
ー
ト
＝
高
齢
福
祉

課
（
内
線
１
２
３
）　
▽
高
齢
者

実
態
調
査
＝
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー （
内
線
１
２
６
）

　
㈶
冲お
き

永な
が

文
化
振
興
財
団
で
は
、

伝
統
民
俗
芸
能
活
動
に
助
成
を
し

て
い
ま
す
。

□
対
象
　
４
月
～
平
成
２７
年
３
月

に
行
う
次
の
い
ず
れ
か
の
事
業
❶

国
内
の
芸
術
文
化
団
体
が
、
自
ら

主
催
す
る
か
他
の
組
織
や
団
体
と

共
催
、
他
の
団
体
を
招
い
て
行
う

伝
統
民
俗
芸
能
公
演
か
公
開
事
業

❷
国
内
の
芸
術
文
化
団
体
（
個
人

や
グ
ル
ー
プ
）
が
行
う
伝
統
民
俗

芸
能
の
保
存
伝
習
事
業

□
助
成
額
　
１０
～
２０
万
円

□
対
象
経
費
　
旅
費
、
物
品
費
、

会
議
費
、
通
信
運
搬
費
な
ど

□
締
め
切
り
　
２
月
２１
日
㈮

□
申
し
込
み
方
法
　
文
化
課
に
備

え
付
け
の
申
請
書
に
記
入
の
上
、

提
出
す
る

※
助
成
の
要
綱
は
文
化
課
に
あ
り

ま
す

　
　
　
　
文
化
課
志
４
３
―
２
１

１
２
（
内
線
３
２
２
）

□
内
容
　
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
下
段

に
広
告
画
像
を
掲
載
し
、
広
告
主

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
誘
導
す
る

□
対
象
　
法
人
と
個
人

□
募
集
枠
　
１２
枠

□
料
金
　
▽
市
内
の
方
＝
５
０
０

０
円
／
月
　
▽
市
外
の
方
＝
１
万

円
／
月

□
申
し
込
み
方
法
　
申
請
書
に
広

告
画
像
を
添
付
し
て
申
し
込
む

※
申
請
書
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（http://w

w
w
.city.ena.

lg.jp/

）
か
ら
入
手
で
き
ま
す

□
掲
載
開
始
日
　
４
月
１
日
㈫

□
締
め
切
り
　
２
月
２８
日
㈮

　
　
　
　
企
画
課（
内
線
３
１
３
）

歌川広重・歌川豊国（三代）
（田中コレクション）

《雙
そう

筆
ひつ

五十三次》「石薬師」

「あの人たちの
　　気になる関係」展

２/２３㈰まで

　浮世絵界の最大勢力であっ
た歌川派で、幕末に活躍した
三代豊国、国芳、広重は歌川
派三羽烏といわれました。本
展では、作家の師弟関係や交
友関係などに注目して作品を
紹介します。

２月２日㈰、３月２日㈰は、市民の日（市民に限り観
覧料が無料です。当日、受付係に「恵那市民です」と
伝えてください）
　　中山道広重美術館志２０-０５２２

　
　
　
　
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
志
２
０
―
０
２
１
７

　
４
月
１
日
付
け
採
用
予
定
の
公

民
館
主
事
（
臨
時
職
員
）
を
募
集

し
ま
す
。

□
定
員
　
２
人

□
対
象
　
普
通
自
動
車
運
転
免
許

が
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
で
ワ
ー
ド
や

エ
ク
セ
ル
が
で
き
る
方

□
勤
務
先
　
岩
村
コ
ミ
セ
ン
か
串

原
コ
ミ
セ
ン

□
業
務
　
貸
館
業
務
、
市
民
講
座

の
業
務
、
維
持
管
理
業
務
、
乳
幼

児
学
級
の
運
営
な
ど

□
勤
務
条
件
　
▽
賃
金
＝
６
０
０

０
円
／
日
（
社
会
保
険
、
雇
用
保

険
に
加
入
）　
▽
勤
務
時
間
＝
週

５
日
勤
務
（
午
前
８
時
半
～
午
後

５
時
）

□
申
し
込
み
方
法
　
履
歴
書
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
を
添
え
て

郵
送
か
持
参
す
る

□
締
め
切
り
　
２
月
１８
日
㈫
（
必

着
）

　
　
　
　
〒
５
０
９
―
７
４
９
２

（
住
所
不
要
）社
会
教
育
課
志
４
３

―
２
１
１
２
（
内
線
３
４
４
）

　
平
成
２６
・
２７
年
度
の
学
校
給
食

食
材
の
納
入
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
３
月
で
登
録
の
期
間
が
終
了
し

ま
す
。
引
き
続
き
納
入
を
希
望
す

る
事
業
者
や
農
家
の
方
、
新
し
く

納
入
を
希
望
す
る
方
は
、
登
録
の

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
（
個
人
や

グ
ル
ー
プ
で
も
登
録
で
き
ま
す
）。

□
申
し
込
み
方
法
　
各
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提

出
す
る

□
締
め
切
り
　
３
月
２０
日
㈭

□
そ
の
他
　
市
内
産
の
特
定
野
菜

の
納
入
に
は
、
買
い
取
り
補
助
制

度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
農

業
振
興
課
（
内
線
５
４
８
）
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

志
２
６
―
１
６
３
３
、
岩
村
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
志
４
３
―
２
８
０

９
、
山
岡
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
志

５
６
―
２
７
６
２
、
明
智
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
志
５
４
―
３
６
１
５

　
施
設
管
理
公
社
で
は
、
次
の
通

り
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

□
職
種
　
資
源
ご
み
収
集
業
務

□
定
員
　
１
人
　

□
対
象
　
６５
歳
未
満
（
年
齢
は
採

用
予
定
日
現
在
）
で
中
型
自
動
車

が
運
転
で
き
る
方

□
給
与
　
公
社
の
規
程
に
よ
る

□
採
用
予
定
日
　
４
月
２８
日
㈪

□
申
し
込
み
方
法  

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
紹
介
状
と
履
歴
書
を
持
参
す

る□
受
付
期
間  

２
月
１７
日
㈪
～
２８

日
㈮
（
必
着
）

　
　
　  

施
設
管
理
公
社
志
２
５

―
８
２
１
３

　
中
部
１０
県（
岐
阜
、
愛
知
、
三

重
、
静
岡
、
長
野
、
山
梨
、
石

川
、
富
山
、
福
井
、
新
潟
）
か

ら
選
抜
さ
れ
た
選
手
が
、
恵
那

ス
ケ
ー
ト
場
で
熱
い
戦
い
を
繰

り
広
げ
ま
す
。

　
市
内
か
ら
は
、
光
岡
知
成
さ

ん
（
武
並
町
・
丸
河
商
事
㈱
）、

安
済
修
哉
君
（
山
岡
町
・
恵
那

農
業
高
校
１
年
）、
遠
藤
龍
輝

君
（
三
郷
町
・
中
津
商
業
高
校

１
年
）
ら
が
出
場
し
ま
す
。

　
入
場
は
無
料
で
す
。皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
ス
ケ
ー
ト
場
で
地
元
の
選

手
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
と
き
　
２
月
１０
日
㈪
、
１１
日

㈫

□
と
こ
ろ
　
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場

※
出
場
選
手
の
人
数
に
よ
り
時

間
の
変
更
が
あ
り
ま
す

　
　
県
ス
ケ
ー
ト
連
盟
（
度
会

正
彦
）
志
２
８
―
１
７
８
２
、

恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
志
２
８
―
３

３
９
０

案
内

高
齢
者
実
態
調
査
な
ど
に

協
力
く
だ
さ
い

募
集

鳥
獣
被
害
の
対
策
研
修
会

伝
統
民
俗
芸
能
活
動
に
助

成

学
校
給
食
食
材
の
納
入
者

恵
那
三
学
塾
出
前
講
座
の

市
民
登
録
講
師

岩
村
と
串
原
コ
ミ
セ
ン
の

公
民
館
主
事

資
源
ご
み
を
収
集
す
る
嘱

託
職
員

来
年
度
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

広
告
主

問

【大会日程】

日にち 時間 内容 種目

１０日㈪ 午後４時～５時 公式練習
午後６時～ 開始式

１１日㈫

午前６時～７時半 公式練習

午前８時～ 競技開始

男子
５００㍍
１,０００㍍
１,５００㍍
５,０００㍍
２,０００㍍リレー

女子
５００㍍
１,０００㍍
１,５００㍍
３,０００㍍
２,０００㍍リレー

問

問

申
・
問

問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

▲入賞が期待される光岡知成さん

▲市民が講師のパン作り講座

▲瓶類などの籠を車に積む

9 82014.2.1 広報えな



　

生
涯
学
習
の
観
点
か
ら
、
一
般

的
な
学
習
会
だ
け
で
は
な
く
、「
男

だ
け
の
調
理
実
習
」
な
ど
男
性
向

け
の
実
技
講
座
を
も
っ
と
積
極
的

に
開
催
し
て
ほ
し
い
。

　

（
カ
ト
チ
ャ
ン
さ
ん
・
明
智
町
）

　
市
で
は
、
昨
年
４
月
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
機

会
を
集
約
す
る
と
と
も
に
新
た
な

分
野
の
講
座
を
開
講
す
る
市
民
大

学
「
恵
那
三
学
塾
」
を
開
講
し
ま

し
た
。
恵
那
三
学
塾
を
通
し
て
、

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
柱
の
「
求
め
て
学
ぶ
」

「
学
ん
で
生
か
す
」
こ
と
を
よ
り

一
層
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
恵
那
三
学
塾
で
は
一
般
的
な
講

義
だ
け
で
な
く
、
実
技
や
実
習
、

現
地
学
習
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
態

　
県
で
は
、
県
内
の
各
地
域
に

足
を
運
び
、
地
域
で
育
ま
れ
た

食
を
味
わ
う
体
験
型
イ
ベ
ン
ト

「
岐
阜
ま
ん
ぷ
く
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ご
当
地
グ
ル
メ
の
食
べ
比
べ

や
、
プ
ロ
か
ら
習
う
料
理
教

室
、
冬
野
菜
の
収
穫
、
そ
ば
打

ち
体
験
、
酒
蔵
見
学
な
ど
、
そ

の
地
域
で
し
か
で
き
な
い
体
験

型
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。
各
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
の

内
容
や
申
し
込
み
方
法
な
ど
は

「
岐
阜
ま
ん
ぷ
く
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://

m
anpuku.org/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
希
望
者
に
は
無
料

で
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
送
付
し
ま

す
。

　
　
岐
阜
ま
ん
ぷ
く
ジ
ャ
ー

ニ
ー
事
務
局
志
０
５
８
―
２
６

７
―
６
０
９
０

　「
岐
阜
ま
ん
ぷ
く
ジ
ャ
ー

ニ
ー
」
の
一
環
で
、
貴
重
な
二

年
物
の
生き

醤じ
ょ
う

油ゆ

も
ろ
み
と
通

常
は
非
売
品
の
み
そ
た
ま
り
の

二
つ
の
搾
り
体
験
を
行
い
ま

す
。
搾
り
た
て
の
生
醤
油
を
生

う
ど
ん
に
か
け
て
試
食
し
ま

す
。
ま
た
、
麹こ

う
じ

や
み
そ
な
ど
発

酵
食
の
プ
チ
講
座
や
地
元
ガ
イ

ド
と
行
く
大
正
村
の
穴
場
巡
り

も
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
２
月
１１
日
㈫
午
前
１１

時
～
午
後
２
時

□
と
こ
ろ
　
明
智
コ
ミ
セ
ン
集

合□
定
員
　
２４
人
（
最
少
催
行
人

数
は
１０
人
）（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
方
法
　「
岐
阜
ま

ん
ぷ
く
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
電
話
で
申
し
込
む

□
料
金
　
２
３
０
０
円
（
搾
り

た
て
生
醤
油
と
生
う
ど
ん
の
土

産
付
き
）

□
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン

　
　
　
　
岐
阜
ま
ん
ぷ
く

ジ
ャ
ー
ニ
ー
事
務
局
志
０
５
８

―
２
６
７
―
６
０
９
０

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

□
と
き
　
３
月
４
日
㈫
、
１３
日

㈭
、
１８
日
㈫
、
２５
日
㈫
午
前
９

時
半
～
１１
時
半
（
全
４
回
）　

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

か
７セ

ブ
ン

、
８エ

イ
ト

を
使
い
、
文
字
入
力

や
マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
使

い
方
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
を
丁
寧
に
説
明
し
ま
す
。

【
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
や
っ
て
み
よ

う
講
座
】

□
と
き
　
３
月
６
日
～
２７
日

（
毎
週
木
曜
日
）
午
後
１
時
～

３
時
（
全
４
回
）

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

か
７セ

ブ
ン

を
使
い
、ツ
イ
ッ
タ
ー（
利

用
者
が
「
つ
ぶ
や
き
」
と
呼
ば

れ
る
短
い
記
事
を
書
き
込
み
、

他
の
利
用
者
が
そ
れ
を
読
ん
だ

り
、
返
信
し
た
り
す
る
こ
と
で

会
話
が
生
ま
れ
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
サ
ー
ビ
ス
）
の
使

い
方
を
学
び
ま
す
。

【
共
通
】

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
定
員
　
１８
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
７
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
が
必
要
）

□
申
し
込
み
期
間
　
２
月
１１
日

㈫
午
前
１０
時
～
開
講
日
前
日
。

初
め
て
受
講
す
る
方
は
、
２
月

２４
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
め
ば
優

先
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　「
と
う
か
い
号
」
は
、
初
め

て
会
う
仲
間
た
ち
と
数
々
の
未

知
の
経
験
や
語
ら
い
の
中
で
生

き
る
強
さ
を
培
う
研
修
船
で

す
。
そ
の
乗
船
者
を
募
集
し
ま

す
。

□
と
き
　
６
月
８
日
㈰
～
１５
日

㈰□
寄
港
地
　
サ
イ
パ
ン

□
対
象
　
次
の
条
件
を
全
て
満

た
す
方
　
❶
２０
歳
～
３５
歳
ま
で

の
男
女
❷
健
康
状
態
が
良
好

で
、
長
期
の
団
体
行
動
に
耐
え

ら
れ
る
方
❸
青
年
と
し
て
恥
ず

か
し
く
な
い
常
識
を
備
え
、
明

る
く
協
調
性
が
あ
る
方
❹
公
的

秩
序
を
乱
す
こ
と
が
な
い
方
❺

過
去
に
「
と
う
か
い
号
」
へ
の

乗
船
経
験
が
な
い
方

□
料
金
　
２６
万
５
０
０
０
円

□
締
め
切
り
　
２
月
２８
日
㈮

　
　
　
　
恵
那
青
年
会
議
所

（
藤
下
）
志
２
５
―
９
４
０
１

の
講
座
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
講

座
の
対
象
も
男
性
や
女
性
、
子
ど

も
、
親
子
な
ど
幅
広
く
対
応
し
て

い
ま
す
。
講
師
が
要
望
に
応
じ
て

会
場
に
出
向
く
出
前
講
座
や
、
自

身
で
講
座
を
開
講
す
る
自
主
企
画

講
座
も
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は「
恵

那
市
民
大
学
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
）

　　

広
報
紙
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
広

告
は
、
毎
回
掲
載
で
も
良
い
と
思

い
ま
す
が
、
広
告
主
の
選
定
基
準

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す

か
。

　
　
　
　
　
　

（
市
政
モ
ニ
タ
ー
）

　
本
紙
で
は
、
新
た
な
自

主
財
源
を
確
保
し
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
昨
年
の
５

月
１５
日
号
か
ら
広
告
欄
を
設
け
ま

し
た
。

　
広
告
主
の
選
定
は
、
平
成
２４
年

度
に
定
め
た
「
市
広
告
掲
載
取
扱

要
綱
」に
従
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
要
綱
に
は
、
掲
載
で
き
る
基

準
や
審
査
の
方
法
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
本
紙
に
限
ら
ず
、
市
で
広

告
を
扱
う
場
合
の
基
に
な
っ
て
い

ま
す
。
要
綱
で
は
、
貸
金
業
や
風

俗
営
業
、
市
税
の
滞
納
事
業
者
、

政
治
や
宗
教
に
関
す
る
も
の
、
法

令
な
ど
に
違
反
す
る
も
の
な
ど
は

認
め
な
い
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
本
紙
の
場
合
は
、
広
告
の
収
集

を
広
告
代
理
店
に
委
託
し
て
お

り
、
広
告
代
理
店
が
集
め
た
事
業

者
が
適
切
か
ど
う
か
を
審
査
し
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
企
画
課
）

　

平
成
２８
年
度
に
開
院
す
る
予
定

の
新
恵
那
病
院
の
基
本
設
計
で

は
、
建
物
は
免
震
構
造
に
な
る
よ

う
で
す
。
免
震
構
造
と
は
東
日
本

大
震
災
や
将
来
発
生
す
る
と
予
想

さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な

ど
に
対
し
て
も
有
効
な
耐
震
性
を

確
保
で
き
る
の
で
す
か
。

（
浅
見
さ
ん
・
岩
村
町
）

　
紀
伊
半
島
沖
を
震
源
と

す
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
）

に
よ
る
市
の
想
定
震
度
は
、
市
内

の
ほ
ぼ
全
域
で
お
よ
そ
震
度
６
弱

で
す
。
新
病
院
で
は
免
震
構
造
を

採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
に
対
し
て
有
効
な

耐
震
性
能
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま

す
。
市
立
恵
那
病
院
は
医
療
救
護

の
拠
点
施
設
と
し
て
、
災
害
時
に

は
多
く
の
被
災
者
へ
の
対
応
が
予

想
で
き
ま
す
。
大
地
震
の
後
で
も

病
院
の
構
造
体
を
補
修
す
る
こ
と

が
な
い
耐
震
性
能
を
持
つ
新
病
院

は
、
直
後
か
ら
利
用
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
計
画
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
病
院
管
理
課
）

　

明
知
鉄
道
は
赤
字
路
線
と
聞
い

て
い
ま
す
。
恵
那
北
部
地
域
の
方

に
乗
っ
て
く
だ
さ
い
と
言
い
ま
す

が
、
乗
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。

廃
止
し
て
バ
ス
運
行
に
し
た
ら
良

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
市
政
モ
ニ
タ
ー
）

　
明
知
鉄
道
は
、
乗
客
の

減
少
で
赤
字
経
営
が
続
く

状
況
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
高

校
生
の
通
学
と
、
高
齢
者
の
通
院

や
買
い
物
な
ど
を
中
心
に
利
用
さ

れ
て
お
り
、
市
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
鉄
道
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

路
線
が
な
く
な
っ
た
場
合
、
市
民

の
生
活
や
経
済
に
与
え
る
影
響
は

大
き
く
、
ま
た
高
校
生
の
通
学
な

ど
の
大
量
輸
送
に
関
し
て
は
、
バ

ス
よ
り
優
れ
て
お
り
、
存
続
は
必

須
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
明
知
鉄
道
で
は
、
恵
那
北
部
地

域
の
方
に
も
利
用
し
て
い
た
だ
こ

う
と
市
内
の
中
学
生
の
デ
ザ
イ
ン

で
地
域
の
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
の
作
成

を
行
い
、
地
域
の
行
事
や
イ
ベ
ン

ト
で
列
車
を
利
用
す
る
際
に
装
着

し
て
走
行
し
て
い
ま
す
。
明
知
鉄

道
の
利
用
促
進
に
向
け
て
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
が
真
剣
に
考
え
、
増

客
を
図
る
事
業
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　（
商
工
観
光
課
）

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ
ベントや各種募集などを市内に周知するため
のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に
関する掲載はできません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報
広聴係志２６-２１１１（内線３１９）

▲名古屋港を出港する「とうかい号」

▲男性を対象とした料理講座

▲搾りたて生醤油を味わう

▲中学生がデザインした地域
ヘッドマーク

新
市
立
恵
那
病
院
の
耐

震
性
は

男
性
向
け
の
実
技
講
座

を
開
い
て
ほ
し
い

広
報
紙
の
広
告
掲
載
の

選
定
基
準
は

明
知
鉄
道
を
廃
止
し
て

バ
ス
運
行
に
し
た
ら

パ
ソ
コ
ン
の
３
月
期
講

座
の
受
講
生
を
募
集

第
４１
回
「
と
う
か
い
号
」

の
乗
船
者
を
募
集

「
岐
阜
ま
ん
ぷ
く
ジ
ャ
ー

ニ
ー
」
を
開
催

生
醤
油
も
ろ
み
の
搾
り

体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

問
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BOX情報
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１
歳
に
な
り
ま
し
た

ニ
ュ
ー
ス
と
話
題

輝
く
恵
那
人

NEWS&

TOPICS

人
と
ま
ち

恵
那
の
今
を

お
届
け
し
ま
す

父 母

父 母父 母

父 母

父 母

父 母

父 母

父 母

父 母

父 母

父 母

父 母

父 母

父 母

お
誕
生
日

お
め
で
と
う
！

募集中

　３月に１歳の誕生日を迎
えるお子さんの写真を募集
します。写真（なるべく１
人で胸から上で顔全体が
写っているもの）の裏に❶
住所❷氏名（ふりがな）❸
生年月日❹性別❺電話番号
❻両親の氏名❼２８字以内
のコメント❽ケーブルテレ
ビ放映の可否－を添えて、
２月１４日㈮までに申し込
んでください。
　申し込み多数の場合は先
着順で掲載します。

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
企画課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３１９）

　明知鉄道の車両にリニア中央新幹線を生かしたまちづ
くりを啓発するための広告が印刷され、恵那駅で出発式
が行われました。デザインは、蒸気機関車からリニア時
代までの時間の流れを車両に表し、未来に向かって人々
の思いと夢を乗せ駆け抜けることを意味しています。

　
市
消
防
出
初
式
が
１
月
５
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
恵
那
駅
前

で
は
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
や
消
防
団
、
消
防
車
両
な
ど
の
分
列
行

進
の
後
、
10
基
の
は
し
ご
を
並
べ
た
恵
那
ト
ビ
は
し
ご
登
り
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
技
が
決
ま
る
た
び
に
見
物
客
か
ら
は
大
き
な
歓

声
や
拍
手
が
湧
き
上
り
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
近
く
の
阿
木
川
で

新
春
を
祝
う
色
鮮
や
か
な
一
斉
放
水
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

10基のはしごを並べ技を披露

小板 茉
ま

依
い

ちゃん

※コミセン＝コミュニティセンターの略 

1月5日

明知鉄道の車両がリニア風 12月22日

　串原小学校の児童26人が串原福祉センターを訪問し、
デイサービスの利用者と交流しました。児童らは、高齢
者の前で歌や楽器演奏を披露。歌に合わせ、かわいい猫
の振り付けをする見せ場もありました。その後、グルー
プに分かれ、ゲームなどで高齢者と交流を深めました。

串原小の児童が高齢者と交流

笠周の振興計画案を答申

　3 学期の始業式の日、岩邑中学校で百人一首大会が開
催されました。学校では、日本の伝統文化の和歌に親し
み教養を深めるため、毎年開催しています。競技は、学
年ごとに優勝を決めるクラス対抗戦でした。生徒たちは
詠み手の声に集中し、札に手を伸ばしていました。

伝統文化の百人一首に親しむ

　笠
りっ

周
しゅう

地域振興計画策定委員会が笠周地域振興計画案を
市長に答申しました。計画案は、人口減少が続く笠周地
域（笠置町、中野方町、飯地町）が、観光と産業振興、
生活基盤の 3 分野を合同で行う取り組みなどを定めた
もの。来年度から６年間の取り組みが計画されました。

寛昭さん 直美さん

岩村町
佐々木 湊

みなと

くん
大井町

暢さん 仁子さん

一
歳
お
め
で
と
う

♡
元
気
に
す
く
す

く
大
き
く
な
っ
て

ね
♡

堀 悠
ひ さ

人
と

くん
串原

雄二さん 洋美さん

お
め
で
と
う
‼
お

姉
ち
ゃ
ん
た
ち
に

か
わ
い
が
ら
れ
て

元
気
に
育
っ
て
ね

岩井 瑞
み ず

季
き

ちゃん

大井町

俊治さん はる菜さん

一
歳
お
め
で
と
う 

！
た
く
さ
ん
食
べ

て
笑
っ
て
大
き
く

な
ー
れ
っ
♡

度會 梨
り

緒
お

ちゃん

三郷町

啓之さん 智重美さん

家
族
み
ん
な
の
宝

物
♡
た
く
さ
ん
の

幸
せ
が
訪
れ
ま
す

よ
う
に
♡

一
歳
お
め
で
と
う

☆
姉
妹
仲
良
く
元

気
に
育
っ
て
ね
！

伊藤 妃
ひ

花
か

梨
り

ちゃん

貴範さん 彩奈さん

一
歳
お
め
で
と
う

！
元
気
い
っ
ぱ

い
、
す
く
す
く
成

長
し
て
ね
♡

中野方町

近藤 花
か

音
の ん

ちゃん

長島町

道治さん 美奈さん

祝
一
歳
☆
お
と
な

し
い
花
音
♡
兄

ち
ゃ
ん
に
負
け
な

い
お
姫
に
な
ぁ
れ

杉浦 民
た み

ちゃん

岩村町

雅啓さん 良子さん

一
歳
お
め
で
と

う
！
民
ち
ゃ
ん
の

笑
顔
に
癒
や
さ
れ

て
い
る
よ
♡

水野 真
ま

由
ゆ

香
か

ちゃん
山岡町

雄午さん 麻梨子さん

生
ま
れ
て
き
て
く

れ
て
あ
り
が
と

う
。
元
気
に
明
る

く
大
き
く
な
ぁ
れ

後藤 晴
は る

翔
と

くん

山岡町

佑介さん 初美さん

一
歳
お
め
で
と
う

！
晴
翔
の
笑
顔
が

大
好
き
だ
よ
♡

池戸 莉
り

々
り

菜
な

ちゃん

長島町

竜也さん 萌美さん

わ
が
家
の
ア
イ
ド

ル
♡
一
歳
お
め
で

と
♡
元
気
に
育
っ

て
ね
！

町野 明
あ き

仁
ひ と

くん
長島町

智彦さん 良子さん

一
歳
お
め
で
と
う

！
元
気
い
っ
ぱ
い

素
直
な
子
に
育
っ

て
ね
。

2 月生まれ

真衣さん

平林 蒼
そ う

介
す け

くん

将人さん

そ
う
ち
ゃ
ん
お
め

で
と
う
♡
お
姉

ち
ゃ
ん
と
仲
良
く

元
気
に
育
っ
て
ね

串原

吉田 知
ち

佳
か

ちゃん
大井町

祐一さん 志帆さん

一
歳
お
め
で
と
う

！
明
る
く
元
気
に

育
っ
て
ね
♡

12月24日

12月24日1月8日
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　「
地
域
の
人
た
ち
に
田
舎
暮
ら
し
を

も
っ
と
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」と
話
す
の
は
、

岩
村
町
の
松
本
遼
さ
ん
。

　
松
本
さ
ん
は
昨
年
9
月
、
串
原
で
「
や

ま
び
こ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
催
し
た
。
大
人
も
子
ど
も
も
楽

し
ん
だ
催
し
に
は
約
３
０
０
人
が
参
加

し
、
大
成
功
を
収
め
た
。

　
松
本
さ
ん
は
山
形
県
で
生
ま
れ
育
っ

た
。
こ
だ
わ
り
の
あ
る
も
の
を
作
る
仕
事

を
し
た
い
と
考
え
て
い
た
と
き
、
親
か
ら

串
原
の
ハ
ム
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
の
こ
と

を
聞
い
て
移
住
を
決
意
。
３
年
間
住
み
込

み
で
ハ
ム
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
を
学
ん

だ
。
学
業
の
た
め
一
度
は
串
原
を
離
れ
る

が
、
約
７
年
前
に
市
内
へ
戻
っ
た
。

　
友
達
づ
く
り
の
た
め
、
音
楽
活
動
を
す

る
う
ち
に
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
す
る

よ
う
に
な
る
。
そ
ん
な
と
き
、
串
原
の
友

達
か
ら
「
若
い
人
た
ち
が
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
を
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
頼
ま
れ

た
。
串
原
に
も
イ
ベ
ン
ト
は
た
く
さ
ん
あ

る
が
、
大
人
向
け
の
も
の
が
中
心
な
た
め

だ
っ
た
。

　
そ
こ
で
昨
年
５
月
、
仲
間
３
人
で
実
行

委
員
会
を
立
ち
上
げ
構
想
を
練
っ
た
。「
自

然
が
豊
か
な
串
原
の
土
地
柄
を
利
用
し
て

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
や
ろ
う
」
と

考
え
た
。
出
演
者
や
出
店
者
を
集
め
る
う

ち
に
仲
間
が
仲
間
を
呼
ん
だ
。
必
要
な
資

材
な
ど
は
地
域
の
人
が
用
意
し
て
く
れ

た
。「
地
域
の
つ
な
が
り
で
で
き
た
イ
ベ

ン
ト
だ
っ
た
」
と
感
謝
す
る
。
音
楽
を
取

り
入
れ
た
紙
芝
居
や
大
道
芸
、
紙
飛
行
機

飛
ば
し
、
ス
プ
ー
ン
曲
げ
な
ど
子
ど
も
が

夢
中
に
な
る
催
し
が
た
く
さ
ん
行
わ
れ
、

会
場
に
は
笑
顔
が
あ
ふ
れ
た
。

　
来
場
者
か
ら
「
こ
ん
な
串
原
初
め
て
見

た
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
松
本
さ
ん
に
は

本
当
に
嬉
し
か
っ
た
。
騒
音
や
交
通
問
題

を
気
に
せ
ず
思
う
存
分
に
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
田
舎
の
良
さ
を
感
じ
て
も
ら
い

「
地
域
の
違
う
見
せ
方
が
で
き
た
」
と
満

足
そ
う
に
話
す
。
　

　「
地
域
の
特
性
を
感
じ
て
、
自
分
た
ち

に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
た
ら
、
田
舎
暮

ら
し
は
も
っ
と
楽
し
く
な
る
と
思
う
」
と

熱
く
語
っ
た
。

▲大人も子どもも楽しんだ催し

田舎暮らしを楽しむ
ミュージックフェスティバルを開催

□プロフィール

　山形県から移住。音楽バンド「マウンテン
マウンテンズ」を結成。音楽イベントなどを
通して田舎暮らしの楽しさを伝える。

松
ま つ

本
も と

 遼
りょう

 さん　２９歳

岩村町飯羽間

恵那で輝いている旬な人を紹介します
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※コミセン＝コミュニティセンターの略 

無心で丁寧に筆を走らせた

　上矢作小学校の廊下や教室で書き初め会が行われ、全
校児童が日本の文化を味わいました。1、2年生はフェ
ルトペンと鉛筆で、3から 6年生は毛筆で学年ごとの
課題の言葉を書きました。児童らは、筆先に神経を集中
させ、心を落ち着かせて丁寧に筆を走らせていました。

新成人が責任の自覚を誓う

　恵那文化センターで成人式が行われました。会場には
華やかな着物や袴

はかま
、背広を着た新成人が集合。久しぶり

に会う友人を見つけると歓喜の声を上げて、記念撮影を
したり、募る話に華を咲かせたりしていました。式典で
は、代表者が大人の責任の自覚などを誓いました。

工業団地の立地協定を締結

　三菱電機株式会社が恵那テクノパーク（武並町・三
郷町地内の工業団地）に新工場を建設することが決ま
り、市役所で企業立地協定調印式が行われました。敷地
は、残り1区画となっていた約47,000平方㍍。今後は、
新工場での新たな雇用などが期待されます。

親子でたこ揚げを楽しむ

　飯地町のしでこぶしの里悠楽館付近で「どんど焼き、
たこ揚げ大会」が行われました。正月飾りなどで作られ
たどんどが燃える中、横の道路では、住民たちが親子で
たこ揚げを楽しみました。ことしの干支の「午

うま

」の字が
書かれた大きなたこも揚げられ、歓声が上がりました。

楽しみだったスケート教室

　大井小学校の 5、6年生 104人が恵那スケート場で
スケート教室を受講しました。教室では、クラスの男女
ごとにグループとなり、前進滑走やカーブ、ストップな
どの基本の姿勢を教わりました。楽しみにしていたこの
教室。児童らは大喜びでスケートを楽しんでいました。

大井町を走り抜いたマラソン

　恒例の新春中山道甚平坂公園マラソン大会が、大井町
で開催されました。参加者は、一斉に大井第二小学校前
をスタート。夜に薄っすら積もった雪が道の脇に残る寒
い日でしたが、部門ごとに決められた2.6㌔から4.5㌔
の起伏あるコースを全員走り抜き、汗を流しました。

1月12日

1月11日 1月9日

1月14日

1月15日1月19日



ひと口メモ

恵那写真館
私の大好きな 1枚
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皆さんの
大好きな風景を
気軽に応募くだ
さい！

【File No.　　 傘岩 かさいわ】

　傘岩は、1934（昭和 9）年に自然の岩が風化侵食によって
特異な形で進行した珍しい例として、国の天然記念物に指定
された。この岩は黒

くろ

雲
うん

母
も

花
か

崗
こう

岩
がん

で形成されており、高さ 5.5
㍍、傘の周囲は 10.2㍍、最狭部の周囲は 2.3㍍。最初は天
頂部のみが地表からのぞいていたが、侵食で現在の巨大なキ
ノコのような形状になった。その風変わりな形状から、昔か

大正から昭和初期の傘岩周辺（旅館と傘岩が見える）

ら旅人の目印になったとの話もある。
　近年、最狭部が風雨の劣化によって細くなっていることが
懸念されている。専門家の現地調査により、傘岩は自然のま
まの状態でここにあることが天然記念物としての価値であ
り、補強のための杭や凝固剤などによる処理に耐えられず、
逆に倒壊してしまうという指摘もなされている。今後も市民、
行政で協力し、注視しながら守りたい文化財である。

傘岩は、「この何とも倒れそうな絶妙な形で自然に立っていることに、天然記念物として
の素晴らしさがある」との国の見解。気の遠くなるような時を経て、現在まで立っている
姿を見ると見学者も元気が出そうだ。

私は三郷町に住み、この風景が
大好きです。恵那市街地に行く
途中、車中から見る冠雪の中央
アルプスを望む風景は、まさに
ふるさとの絶景です。

ふるさとの絶景

　　　　　　写真か画像データと❶住所❷氏名（ふりがな）❸電話番号
❹題名❺写真の場所（町名）❻お薦めの理由（７０字以内）―を記入した
用紙を持参するか郵送、電子メールで企画課広報広聴係へ提出する。

三郷町　纐
こうけつ

纈 慎
まさゆき

之さん

次号は

２月１５日号

発行日は

２月１４日㈮です

広報えな No.２１３
２０１４年（平成２６年）

2 月 1 日発行

『広報えな』2月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約9．0円（税込み）です。

（撮影地：三郷町）

□応募方法

伝えたい、守りたい、まちの宝物

▲市メール配信サービス
　（登録用ＱＲコード）
　音声告知放送の文字版ページ

▲

　（閲覧用ＱＲコード）

■問　　防災情報課（内線３１７）

『広報えな』は環境に優しい再生
紙を使用しています。またインキ
は石油系ではなく、
地球に優しい植物
油を使用したもの
で印刷しています。

▲市ウェブサイト
  （閲覧用ＱＲコード）
あなたの知りたい情
報を分かりやすく提
供しています。
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